
溝参
昨よ
遺
跡

大
阪

１
　
所
在
地
　
　
　
大
阪
府
茨
本
市
学
園
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
二
年

（平
７
）
三
月
―

一
九
九
六
年
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
側
大
阪
府
文
化
財
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
合
田
幸
美

。
伊
藤
　
武

・
橋
本
亜
希
子

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

・
水
田
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
中
期
―
古
墳
時
代
後
期
、
奈
良
時
代
、
中
世
―

近
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

溝
昨
遺
跡
は
、
大
阪
府
の
北
部
に
連
な
る
北
摂
山
地
に
端
を
発
す
る
安
威
川

の
左
岸
に
位
置
し
、
調
査
地
と

そ
の
周
辺
に
は
、
淀
川
と
そ
の

支
流
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
沖
積

地
が
広
が
る
。
調
査
地
は
浪
商

学
園
の
跡
地
で
、
調
査
に
入
る

部

段
階
で
は
、
市
街
化
が
進
ん
だ

靴

住
宅
地
に
残
さ
れ
た
広
大
な
空

斯

地
で
あ

っ
た
。

溝
昨
遺
跡
の
姑
岸
、
下
流
約

三
Ｏ
Ｏ
ｍ
の
と
こ
ろ
に
は
延
喜
式
内
社
で
あ
る
溝
昨
神
社
が
立
地
す
る
。
溝
昨

神
社
は

『
日
本
書
紀
』
に
も
散
見
す
る
三
島
溝
昨
耳
命
、
玉
櫛
媛
命
、
神
武
天

皇
の
皇
后
と
さ
れ
る
媛
胎
輔
五
十
鈴
媛
命
を
祭
神
と
す
る
。
調
査
地
内
に
は
溝

昨
神
社
上
の
宮
が
あ
っ
た
が
、　
一
九
〇
九
年
に
下
の
宮
で
あ
っ
た
現
溝
昨
神
社

に
合
祀
さ
れ
た
。
今
回
の
調
査
で
中
世
前
半
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
上
の
宮
の
遺

構
が
検
出
さ
れ
た
。

溝
昨
遺
跡
で
は
、
こ
の
ほ
か
古
墳
時
代
前
期
を
中
心
と
す
る
、
弥
生
時
代
中

期
―
古
墳
時
代
後
期
の
集
落
と
水
田
が
検
出
さ
れ
、
両
者
を
関
連
付
け
て
考
え

る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
弥
生
時
代
後
期
―
古
墳
時
代
前
期
の
遺
物
に
は
、
銅

釧

。
小
型
倣
製
鏡

。
人
面
線
刻
土
器
の
他
、
多
く
の
外
来
系
土
器
が
含
ま
れ
、

他
地
域
と
の
交
流
が
盛
ん
な
集
落
の
様
相
が
想
定
さ
れ
る
。
奈
良
時
代
の
遺
物

と
し
て
は
、
上
の
宮
の
下
層
で
平
城
Ⅲ
期
に
位
置
付
け
ら
れ
る

一
群
の
土
器
が
、

後
述
す
る
河
川

一
の
東
肩
部
下
層
か
ら
平
城
Ⅲ
期
に
位
置
付
け
ら
れ
る
墨
書
土

器
が
、
そ
れ
ぞ
れ
出
土
し
た
。
墨
書
土
器
は
須
恵
器
杯
身
で
あ
り
、
底
部
外
面

に
「奈
脳
」
の
文
字
が
残
り
、
下
半
は
欠
損
の
た
め
不
明
で
あ
る
。
そ
の
他
、
河

川

一
の
西
肩
部
下
層
か
ら
鈴
が

一
点
出
土
し
た
。
調
査
地
中
央
に
位
置
す
る
上

の
宮
以
外
の
調
査
地
で
は
、
中
世
以
降
近
代
ま
で
の
水
田
遺
構
が
検
出
さ
れ
た
。

調
査
地
中
央
で
は
幅
七
―
九
ｍ
深
さ

一
―

一
・
五
ｍ
の
南
北
に
貫
流
す
る
河

川

一
を
、　
一
人
五
ｍ
に
わ
た
り
検
出
し
た
。
堆
積
土
は
粗
砂
が
主
体
で
あ
り
、

最
下
層
に
は
礫
が
堆
積
す
る
。
中
世
以
降
、
溝
を
掘
り
直
し
、
一肩
部
を
杭
打
ち

と
盛
土
に
よ
り
成
形
し
て
い
る
。
濤
内
か
ら
は
、
古
墳
時
代
ｔ
近
世
の
遺
物
が
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出
土
し
、
溝
底
か
ら
は
人
の
頭
蓋
骨
の

一
部
が
出
土
し
た
。
河
川

一
は
、
条
里

の
坪
境
の
大
溝
で
あ
り
、
天
坊
幸
彦
氏
の
摂
津
三
島
郡
条
里
の
復
原

（「摂
津
三

島
郡
の
条
里
」
『歴
史
地
理
』
五
四
十
三
　
一
九
二
九
年
）
に
よ
る
と
、
調
査
地
周
辺

は
島
上
郡
と
島
下
郡
の
郡
境
に
あ
た
り
、
調
査
地
は
島
上
郡

一
二
条
六
里
も
し

く
は
島
下
郡
二
条
六
里
に
比
定
さ
れ
る
。

河
川

一
は
南
端
で
幅
が
や
や
広
が
り
、
そ
の
ほ
ぼ
中
央
で
堰
が
検
出
さ
れ
た
。

堰
は
直
径
約

一
〇

Ｃｍ
の
九
太
材
を
数
十
本
打
ち
込
ん
だ
も
の
で
、
そ
の
南
側
に

は
深
さ
七
〇
伽
の
窪
み
が
あ
る
。
堰
の
北
側
で
は
東

へ
折
れ
る
溝
が
複
数
条
検

出
さ
れ
て
お
り
、
堰
は
南
流
す
る
水
を
こ
れ
ら
の
溝
に
導
水
す
る
た
め
の
施
設

と
考
え
ら
れ
る
。
堰
の
九
太
材
に
さ
か
さ
ま
に
引

っ
か
か

っ
た
状
態
で
、
卒
塔

婆
が

一
点
出
土
し
た
。
墨
書
の
内
容
な
ど
か
ら
、　
一
四
世
紀
の
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

ω
　
。「（梵字）一勅助鑢
翻朝雌瞬為道春酔定□
　
ｏ」

。
ズ
梵
字
）
南
無
三
曼
多
没
駄
南
□
　
　
　
　
　
　
　
。
」

∞
ｏ
∞
×
∞
∞
×
『
　
ｏ
６
岸

「
五
輪
塔
形
」
で
、
下
半
部
は
調
整
に
よ
り
や
や
薄
く
な
る
が
、
端
末
ま
で

残
存
す
る
。
最
下
部
中
央
に
穿
孔
が
あ
る
。

表
面
の
梵
字
は
胎
蔵
界
大
日
真
言
の

「
質
ミ

更
徽
■
命
す
ωＥ
Ｊ
導
Ｓ
と
し
」

と
虚
空
蔵
菩
薩
の
種
子

「
挙

命
卿ヽ，
こ
、
裏
面
は
四
方
五
大
種
子
の

「
呵
蜀
ミ

こ
Ｒ

ρ
Ｊ

Ｊ

Ｓ
Ｓ

し
」
と
阿
弥
陀
如
来
の
種
子

「
傘

今
Ц中，
こ

で
あ
る
。

（合
田
幸
美
）

器




